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クラブの紹介 

 継続会員の皆様、そして新会員の皆様 四月より新年度の学習会が始まります。この二年間はコロナ 

禍で、学習会も休会やリモート学習会などで通常運営ができていませんでした。クラブ活動もコロナ 

禍でご苦労され何とか活動されていたのではないでしょうか？そのような状況の中、学習会講座で良識 

を広め、さらにクラブ活動でご活躍の諸兄姉がおられます。学習会以外でも同好の志と仲間作り、健康 

作りに日々励まれ、充実した暮らしをされております。各クラブで会員募集を行っていますので、是非 

クラブ活動に参加され健康な毎日をお過ごしください。 

美 術 鑑 賞 ク ラ ブ          代表 石橋 進(会員番号 09007) 

市原市山倉 172 ☏ 0436-36-5054 

 創部 14 年、首都圏の美術館、博物館の鑑賞会を、年/6 回実施します。2021 年度、会員総数は 

60 名在籍しています。鑑賞会を通じて、会員相互の協力と新睦を深めることが目的であり、2020 

年度は新型コロナウィルス禍の為、計画は中止いたしました。 

＊昨年度 2021 年度も下記計画が、コロナ禍のため活動中止やむ得ない事態に至り、未だ不透明な 

コロナと美術館側の日時指定予約などの活動が制約されている現況であります。 

 新会員及び継続会員を募集しています。よろしくお願いいたします。 

 2021 年度 活動計画表 

館  名 実施予定日 摘   要 

東京国立近代美術館    07.13 中止 隈研吾 建築 現在の新しい公共性 

山種美術館    09.11 中止 速水御舟と吉田善彦 

根津美術館    11.09 中止 鈴木其一 夏秋渓流図 

 策定中 2022.01.11  

 策定中      03.08  

 会員募集！！（新会員、継続会員） 

 募集要項 （１）鑑賞会：年度/奇数月 6回実施 原則第 2（火曜日） 

      （２）日程：JR 千葉駅集合、各所 2時間程度鑑賞、昼食後解散 

   （３）参加費用：入館料 昼食代 交通費等、実費精算 

      （４）会費： 年会費 ￥1,000 

      （５）申込先： 美術鑑賞クラブ窓口  

         携帯 ፥፦፧፨፩ 090―6790―5993 Email s_isibasi@qk9.so-net.ne.jp   



令和 4 年 3 月 1 日               会報むつみ               通巻 51 号     

 

2 

 

インドネシア・バリ島の 孤児園で笑いヨガ 

海外「Bon voyage」クラブ 会員募集    部 長：石垣 嘉雄（会員番号 15014） 

 2020 年 2021 年学習会に入会された新会員の皆様にはオンライン講座で、お逢いする事もなく過ぎ 

去ってきました。2021 年 10 月講座からコロナ対策を講じて対面講座となり、久方ぶりの再会に喜びも 

ひとしおでした。 

当クラブでは 2019 年度までは年 2回の海外旅行を実施してきました。仲間同士の旅で一人の落伍者も 

なく楽しい旅でしたが、2020 年からコロナ禍の影響で企画することが出来ません。クラブ会員の皆さん

は何時行けるのか心待ちにしています。 

最近は感染者も減少傾向にあり日常生活も戻りつつありますが、まだ収束ではなく感染者の増加も考え

られます。実際に欧米諸国では第六波を危惧するかのように感染者が増加しています。 

当クラブではコロナ禍を警戒しながら 2021 年 3 月カンボジア・アンコールワットを企画しました。コロ

ナ禍の状況により中止もあり得ますが、クラブ会員の海外に行きたい希望を考慮し企画しました。 

2022 年度にはコロナも収束してくれるでしょう。新しい企画を用意して新しい仲間との楽しい旅を実施し

たいと思っています。 

当クラブに新規入会した会員の方は、仲間との楽しい旅ができる日を楽しみにお待ちください。 

また、当クラブに新たに入会したい方は過去の写真ですが、楽しい旅の様子をご覧ください。 

当クラブでは、学習会に入会された方の、海外「Bon voyage」クラブ入会を会員一同お待ちしています。

仲間と楽しい海外の旅をしましょう 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイキングクラブ   会長 境屋 邦夫（会員番号 14106） 携帯 080-5422-7175 

  昨年度、予定していました活動計画は、新型コロナ禍のため、下見も出来ない現状が続き 

全ての活動を中止いたします。本年度（令和 4年度）の入会を希望される方は、コロナが収束に 

ハワイ・ドールパイナップル農園 
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向かっている中で、下記の通り募集を行う予定です。 

 

 １・募集受付は学習会開催時に行います。 

     4 月と 5 月の学習会時に募集いたします。 

 ２．活動計画は年 2回程度 （バス利用は当面中止します。） 

     現地集合・現地解散のハイキングを実施予定です。 

 ３．参加時の JR 運賃等の交通費及びかかった経費は自己負担です。 

 ４．年会費は千円です。主に下見・通信費・コピー代に使用します。 

     損害保険は加入致しませんので、ご自分の保険で対応願います。 

 

 昨年度（令和 3 年度）の下記の活動は、全て中止しました。 

  6 月  城ヶ島周遊コース 

  9 月 江の島と湘南 現地集合 

  11 月 昇仙峡 バス利用 

  2 月  等々力渓谷コース・玉川大師 現地集合 

 

 旅行クラブ                    会長 土岐 楨（会員番号 1109） 

 
 年間 3回（日帰り 2回、1泊 2日 1回）の旅行は、いずれも貸切バスを利用して実施しておりま 

すが、残念ながら新型コロナの流行により令和元年 10 月の五浦六角堂、塩屋星崎、五浦温泉 1泊 

の旅を最後に、この 2年間旅行計画は中止にせざるを得ませんでした。 

令和 4年以後の旅行計画は、新型コロナ感染の恐れが無くなり、安全にバス旅行が行えると判断し 

た時点で皆様にお知らせ致しますが、貸切バス利用による感染リスクの問題もあり、学習会当日の 

入会受付窓口の開設を含めて、見通しが立たない状態です。なお、現会員については、退会の申し 

出がない限り継続会員（年会費無し）とさせていただきます。 

☆ 旅行クラブの入会等の問い合わせは、下記までお願いします。 

    連絡先 土岐 楨  〒293-4613 いすみ市岬町山門１，271 

              Tel 0470-87-3301 携帯 090-7170-3970 

              E メール toki@poppy.ocn.ne.jp 

 

寄  稿 

    パーソナル・プレバド      

          千葉生涯大学卒業生学習会 会長 秋元 和信(会員番号 14003) 
 千葉県生涯大学浅間台教室・福祉科へ 2010 年に入学以来、あさま俳句会で趣味の句作りを 

楽しんでいる。2020 年にはコロナ禍のために句会は通信制に変更された。 

講師は増成栗人先生で、俳人協会千葉県支部長を務めるほか、「鴻」を主宰するベテランの俳人 

である。テレビで人気の夏井いつき風の句会を個人的に開いてみたのでご紹介する。 
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  原句一 【満開の花に重たき牡丹雪】 

  添削なし。選評は「コロナウィルスのゆえか。門を鎖す公園。その黙のなかに散る桜。 

     静かな作者の詩情がよく見えてくる。」 

  原句二 【蟄居中風の匂いに夏を知る】 

     添削後 【籠りゑて風の匂ひに夏を知る】選評は「蟄居中は時代かがった古風な表現で 

     あるが、自分が犯した罪ではなくオーバーな思いを禁じ得ない。」 

  原句三 【借畑に胡瓜五本を植ゑ付けり】 

  添削なし。選評は「面白い。小さな一坪農園のような手遊びの借り畑。そこに自宅で食 

     るには適量の胡瓜を五本植え付ける。ちょっと自分を揶揄したような暮らしの機微が充 

     分に伝わってくる。」 

  原句四 【小言屋の叔父にビールを注ぎにけり】 

  添削なし。選評は「面白い。このメンバーの叔父ならば明治か大正生まれの頑固な老人 

     かもしれぬ。ふとその景を復元出来て同席してみたいと思った作品であった。」 

 現句五 【初秋や手術待つ身に空眩し】 

     添削後 【手術待つ身に初秋の空の青】 選評は「どこか手術をされたのであろうか。 

     ご快癒を祈りたい。句姿を美しくしたいので添削した。」 

  句会では年間計画をたてて投句を集め、句会を催している。平均して月二回の句会であるが、句 

 作りに呻吟するのは始めの頃と変わらぬ状況である。 

 

    デジタル社会に戸惑うオヤジ    
                            事務局 副部長 松田 忍 (会員番号 19112) 

 使用中のケイタイの通信会社から、2022 年 3 月末でサービス終了の通知があり、あまり 

気乗りしないがやむを得ず、スマートホンに切り替えました。『え～今頃かよ、未だケイタイ 

を使っているなど信じられない・・』と友人からからかわれていましたが、今まで不便さを感じ 

なかったので、ケイタイ愛でした。しかし、スマホを持ってみるとその見事なまでの便利さに『あ 

っと驚く為五郎！！』で、その機能の多様性さにビックリし、感心しています。残念ながら未だ 

多くの機能を使いこなすことが出来ず聞いたり教えてもらっても直ぐ忘れ、頭の中がぐちゃぐちゃ 

になってしまいます。 

また、今年は 10 数年間使用した液晶テレビの画面がでなくなったので新機種の有機ＥＬに買換え、 

その画面の美しさと迫力ある音に酔いしれていたのは良いが、2～3日後から何やらテレビから 

音声を発するようになり耳を澄まして聞き取った結果、インターネット接続の Google 音声検索機能 

が作動していました。この機能を停止するために取り扱い説明書を探したが文章類の添付品は一切 

無く、全て電子化によるペーパーレスになっており、テレビの機能ひとつを操作するのさえアタフタ 

し、何とテレビを取り扱うにはテレビから説明書を見る必要があるのです。周りはデジタル化による 

高速通信で機能性と便利さに溢れ、快適な日常生活を送れるはずなのに最新の機器の操作に戸惑い 

カタカナ語と日本語以外の略字についていけず、親しんだアナログの世界を懐かしむオヤジがいます。 

       


